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会
津
松
平
氏
庭
園

御
薬
園
・
会
津
松
平
氏
庭
園
は
、
葦

名
盛
久
が
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
に

霊
泉
の
湧
き
出
し
た
こ
の
場
所
に
別
荘

を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
寛
文
十
年
（
一
六
七

〇
）
に
は
二
代
藩
主
保
科
正
経(

ま
さ

つ
ね)

が
薬
草
園
を
作
り
整
備
し
た
こ

と
か
ら
御
薬
園
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
庭
園
は
、
元
禄
九
年
（
一

六
九
六
）
三
代
松
平
正
容
が
、
目
黒
浄

定
を
招
き
小
堀
遠
州
流
に
し
た
「
心

字
」
に
配
し
た
大
名
型
の
山
水
庭
園
に

し
ま
し
た
。
な
お
、
庭
園
の
東
側
に
は
、

平
安
時
代
の
石
造
多
層
塔
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
付
近
に
平
安
時
代
の
何
ら

か
の
建
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

戊
辰
戦
争
時
に
は
、
新
政
府
軍
の
病

院
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
、

池
の
島
に
あ
る
楽
寿
亭
や
御
茶
屋
御
殿

内
に
は
、
戊
辰
戦
争
時
の
刀
傷
が
あ
り

ま
す
。
慶
応
四
年(

一
八
六
八)

鳥
羽
伏

見
の
戦
い
後
松
平
容
保
は
、
一
時
こ
こ

に
蟄
居
し
、
明
治
時
代
十
六
年
か
ら
数

年
間
、
容
保
一
家
が
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
昭
和
七
年
十
月
十
九
日
、

国
名
勝
指
定
。
昭
和
五
十
四
年
六
月
二

十
五
日
追
加
指
定
。
面
積
約
一
万
七
千

平
方
メ
ー
ト
ル
。
薬
草
約
四
百
種
が
い

ま
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
津
藩
で
は
、
「
朝
鮮
人
参
」
を
三

代
松
平
正
容
（
ま
さ
か
た
）
の
時
、
松

平
氏
庭
園
の
御
薬
園
に
種
苗
が
持
ち
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
栽
培
に
は
成
功
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
明
和
三
年(

一
七
六

六)

五
代
松
平
容
頌
（
か
た
の
ぶ
）
が

今
市
か
ら
種
子
を
持
ち
込
み
、
成
功
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
会
津
で
は
「
御
種

人
参
」
と
し
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
会
津
の
野
に
は
「
和
人

参
」
も
自
生
し
て
い
ま
す
。
秩
父
宮
勢

津
子
が
宿
泊
し
た
東
山
温
泉
の
新
瀧
旅

館
別
館
を
昭
和
四
十
八
年
に
移
し
た

「
重
陽
閣
」
も
あ
り
ま
す
。

庭
園
の
南
東
に
は
、
与
謝
野
晶
子
の

石
碑
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
北
側

か
ら
入
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
西
に

長
屋
門
が
あ
り
入
口
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
鮮
人
参

ウ
コ
ギ
科
の
植
物
で
、
高
麗
人
参
と

し
て
知
ら
れ
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
に
自

生
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
、

万
病
に
効
く
と
し
て
、
国
内
に
は
な
い

朝
鮮
人
参
が
人
気
と
な
り
、
高
額
で
取

引
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
産
で
生

産
で
き
な
い
か
と
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗

が
種
を
分
け
て
広
め
た
こ
と
か
ら
「
オ

タ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
吉
宗
は
、
対
馬
藩
か
ら
生
根
三
本

を
献
上
さ
せ
ま
す
が
、
根
付
か
な
か
っ

た
の
で
、
享
保
十
年(

一
七
二
五)

長
崎

奉
行
に
命
じ
て
、
種
百
余
を
入
手
、
江

戸
の
小
石
川
薬
園
・
養
生
所
で
栽
培
し

ま
す
。
享
保
十
三
年(

一
七
二
八)

に
は
、

対
馬
藩
が
献
上
し
た
種
子
六
〇
余
が
各

地
で
栽
培
さ
れ
、
そ
の
中
で
気
候
風
土

が
似
て
い
た
日
光
今
市
の
も
の
が
成
功

し
、
以
後
栽
培
所
が
設
置
さ
れ
て
全
国

に
広
ま
り
ま
し
た
。
産
地
は
、
長
野
、

島
根
、
会
津
で
す
。
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